

































































































































































































































































図 3　2010 年発話の頻出語の共起ネットワーク図 2　2009 年発話の頻出語の共起ネットワーク
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図 5　2012 年発話の頻出語の共起ネットワーク図 4　2011 年発話の頻出語の共起ネットワーク
図 7　2014 年発話の頻出語の共起ネットワーク図 6　2013 年発話の頻出語の共起ネットワーク










































2013年度からの 4年間についても、図 2～ 10に示した通り、年度ごとの頻出語の共起ネットワーク
から、連絡事項だけではなく教員の専門性向上につながる相互作用は継続している。
図 9に示した 2016年の頻出語では、技能検定に関する相互作用の中心性が高い。技能検定は 2012
年に図 5で頻出語と示されているが、2016年に改めてその中心性と頻度が高く示されているのは、都
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